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審 査 の 結 果 の 要 旨
　本研究は、山口県下関市の関門層群とタイ国東北部のコラート層群の長期にわたる現地調査と実験室の室
内作業の成果によって構成される。現地調査では地質調査および堆積相解析を主体とし精密な柱状図の作製
に成功している。また室内作業では岩石薄片の観察を主体とし、詳細な組織解析を実施した。その結果、古
土壌プロファイルの復元を行い、関門層群とコラート層群の比較から様々な古土壌形成に必要な環境要因を
検討した。
　我が国の古土壌研究は、その研究例が極めて少なく、未開拓の分野であると言っても過言ではない。古土
壌研究は米国が本場であり、米国はその成因やプロセス研究に関しては世界的にリードしている。とくに中
生代白亜紀から新生代古第三紀にかけての陸成層が広く分布する米国北西部は、恐竜や哺乳類の生態学的研
究と合わせて、重要なフィールドとなっている。アジアに目を向けると、東アジアからインドシナ半島にか
けても同様に広域に陸成層が分布しており、韓半島にもその好露出が知られている。堀内氏は、本研究に着
手するに当たり、まず韓国で古土壌に関する基礎的な情報を入手し、それから関門層群の研究に挑んだ。す
なわち、本研究は日本、韓国、タイ国による国際的な研究といえるであろう。このように、本研究はわが国
の古土壌研究の端緒を築いたという点で高く評価される。
　また本研究の結論の一部に示された古土壌プロファイルの成因が、堆積物の供給源（後背地）と堆積盆の
距離が重要な要因であること、その距離が短い場合は造構造運動が第一要因となり、一方遠く離れた場合に
は河川システムや気候などの自然環境が要因となることを解明した。今後さらに炭酸塩岩からなるカルク
リートの成因や化学組成についての検討も必要であるが、本研究で指摘した上記の環境要因の解明は、東ア
ジアにおける古土壌研究の端緒を開いたものであり、特筆に値する。
　よって、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
